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(57)【要約】
【課題】照明光の分光分布の経時変化にかかわらず撮影
される画像の色調を一定に維持する。
【解決手段】ライトガイド２２を介して光源２１の光を
照射し、第１撮像素子１４を用いて画像を撮影する。ラ
イトガイド２２の分岐ファイバ束２２Ａからの光を白色
板２４に照射し、その反射光を第２撮像素子３２で撮影
する。予め同一照明条件の下、白色板を第１、第２撮像
素子１４、３２で撮影したときのＲＧＢ信号を、それぞ
れ第１基準ＲＧＢ信号、第２基準ＲＧＢ信号としてメモ
リ３４に保存する。第１基準ＲＧＢ信号と第２基準ＲＧ
Ｂ信号から第１、第２撮像素子１４、３２間の分光感度
分布の違いに補正する第１ゲインを算出する。第２撮像
素子３２で検出されるＲＧＢ信号と第２基準ＲＧＢ信号
から照明光の分光分布変化を補正する第２ゲインを算出
する。第１、第２ゲインに基づき撮像素子１４からのＲ
ＧＢ信号のゲインを前段映像信号処理回路１８において
調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を用いた撮像を行う第１撮像素子と、
　前記照明光の一部を分岐して基準色の撮像を行う第２撮像素子と、
　前記照明光の下、前記第１撮像素子で前記基準色を撮像したときのＲＧＢ信号を第１基
準ＲＧＢ信号とするとともに、前記照明光の下、前記第２撮像素子で前記基準色を撮影し
たときのＲＧＢ信号を第２基準ＲＧＢ信号として記録する記録手段と、
　前記第１基準ＲＧＢ信号と前記第２基準ＲＧＢ信号とから、前記第１撮像素子と前記第
２撮像素子の特性の違いを吸収するためのＲＧＢゲインを算出する第１ゲイン算出手段と
、
　前記第２撮像素子からのＲＧＢ信号と前記第２基準ＲＧＢ信号とから、前記照明光の分
光分布変化を相殺するためのＲＧＢゲインを算出する第２ゲイン算出手段と、
　前記第１撮像素子からのＲＧＢ信号に対するゲインを前記第１および第２ゲイン算出手
段を用いて算出されたＲＧＢゲインに基づいて調整するゲイン調整手段と
　を備えることを特徴とする色調調整装置。
【請求項２】
　前記照明光がライトガイドを介した光であることを特徴とする請求項１に記載の色調調
整装置。
【請求項３】
　前記基準色が白色であることを特徴とする請求項２に記載の色調調整装置。
【請求項４】
　前記ライトガイドの一部が分岐され、分岐されたファイバ束を介した光が前記第２撮像
素子で受光されることを特徴とする請求項３に記載の色調調整装置。
【請求項５】
　前記ゲイン調整手段が光源の点灯から前記光源が安定するまでの所定時間に亘ってのみ
連続してゲイン調整を行うことを特徴とする請求項１に記載の色調調整装置。
【請求項６】
　前記第２基準ＲＧＢ信号が前回使用終了時に前記第２撮像素子で得られるＲＧＢ信号で
あることを特徴とする請求項１に記載の色調調整装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の色調調整装置を備えたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項８】
　照明光を用いて第１撮像素子で撮像を行い、
　分岐された前記照明光の一部を用いて基準色の撮像を第２撮像素子で行い、
　前記照明光の下、前記第１撮像素子で前記基準色を撮像したときのＲＧＢ信号を第１基
準ＲＧＢ信号とするとともに、前記照明光の下、前記第２撮像素子で前記基準色を撮影し
たときのＲＧＢ信号を第２基準ＲＧＢ信号として記録し、
　前記第１基準ＲＧＢ信号と前記第２基準ＲＧＢ信号とから、前記第１撮像素子と前記第
２撮像素子の特性の違いを吸収するためのＲＧＢゲインを算出し、
　前記第２撮像素子からのＲＧＢ信号と前記第２基準ＲＧＢ信号とから、前記照明光の分
光分布変化を相殺するためのＲＧＢゲインを算出し、
　前記第１撮像素子からのＲＧＢ信号に対するゲインを前記第１および第２ゲイン算出手
段を用いて算出されたＲＧＢゲインに基づいて調整する
　ことを特徴とする色調調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影された画像の色調を調整するための色調整装置に関する。
【背景技術】
【０００２】



(3) JP 2013-141474 A 2013.7.22

10

20

30

40

50

　一般に内視鏡では、光源の光をライトガイドを通して挿入部先端へと導き照明光として
利用している。そのため光源の分光分布が変化すると、取得画像のカラーバランスが変化
して診察等に悪影響を及ぼす。例えば、切替え可能な２つの光源を備えた電子内視鏡装置
では、光源の切替えにより分光分布が変化する。このような電子内視鏡としては、光源毎
に予めホワイトバランス調整時の補正データを用意し、切り替えられた光源に合わせてホ
ワイトバランス処理を補正しカラーバランスを一定に維持する構成が知られている（特許
文献１）。
【０００３】
　また内視鏡装置における照明光の分光分布の変化としては、光量調整用の絞りによる影
響も知られている。すなわち内視鏡では、一般的光量調整用の絞りを通してライトガイド
に光束が入射されるが、光束の分光分布は空間的に一様ではなく、光束の中心ほど色温度
が高い。そのため絞りの大きさによりライトガイドへ入射する光の分光分布が変化し、取
得画像のカラーバランスが一定しない。このような問題に対しては、絞りの大きさに応じ
て光路上に補正フィルタを挿脱し、ライトガイドに入射する光の分光分布の変動を抑える
構成が知られている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１２１５４９号公報
【特許文献２】特開平７－２９９０２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで光源の分光分布の変化には上述したものの他、経時的なものが存在する。例え
ば、光源は経時劣化によりその分光分布が変化する。また、照明用の光源には一般的にハ
ロゲンランプやメタルハライドランプ、キセノンランプなどが用いられるが、これらのラ
ンプの分光分布は点灯直後から安定するわけではなく、安定するまでには一定の時間が掛
かる。
【０００６】
　本発明は、照明光の分光分布の経時変化にかかわらず撮影される画像の色調を一定に維
持することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の色調調整装置は、照明光を用いた撮像を行う第１撮像素子と、照明光の一部を
分岐して基準色の撮像を行う第２撮像素子と、照明光の下、第１撮像素子で基準色を撮像
したときのＲＧＢ信号を第１基準ＲＧＢ信号とするとともに、照明光の下、第２撮像素子
で基準色を撮影したときのＲＧＢ信号を第２基準ＲＧＢ信号として記録する記録手段と、
第１基準ＲＧＢ信号と第２基準ＲＧＢ信号とから、第１撮像素子と第２撮像素子の特性の
違いを吸収するためのＲＧＢゲインを算出する第１ゲイン算出手段と、第２撮像素子から
のＲＧＢ信号と第２基準ＲＧＢ信号とから、照明光の分光分布変化を相殺するためのＲＧ
Ｂゲインを算出する第２ゲイン算出手段と、第１撮像素子からのＲＧＢ信号に対するゲイ
ンを第１および第２ゲイン算出手段を用いて算出されたＲＧＢゲインに基づいて調整する
ゲイン調整手段とを備えたことを特徴としている。
【０００８】
　ライトガイドによる照明光の分光分布の変化を含めて補正するには、照明光はライトガ
イドを介した光であることが好ましい。例えばライトガイドの一部が分岐され、分岐され
たファイバ束を介した光が第２撮像素子で受光される。また、基準色は白色であることが
好ましい。ゲイン調整手段が光源の点灯から光源が安定するまでの所定時間に亘ってのみ
連続してゲイン調整を行う構成であってもよい。第２基準ＲＧＢ信号は、前回使用終了時
に第２撮像素子で得られるＲＧＢ信号である。
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【０００９】
　本発明の電子内視鏡装置は、上記色調調整装置を備えたことを特徴としている。
【００１０】
　本発明の色調調整方法は、照明光を用いて第１撮像素子で撮像を行い、分岐された照明
光の一部を用いて基準色の撮像を第２撮像素子で行い、照明光の下、第１撮像素子で基準
色を撮像したときのＲＧＢ信号を第１基準ＲＧＢ信号とするとともに、照明光の下、第２
撮像素子で基準色を撮影したときのＲＧＢ信号を第２基準ＲＧＢ信号として記録し、第１
基準ＲＧＢ信号と第２基準ＲＧＢ信号とから、第１撮像素子と第２撮像素子の特性の違い
を吸収するためのＲＧＢゲインを算出し、第２撮像素子からのＲＧＢ信号と第２基準ＲＧ
Ｂ信号とから、照明光の分光分布変化を相殺するためのＲＧＢゲインを算出し、第１撮像
素子からのＲＧＢ信号に対するゲインを第１および第２ゲイン算出手段を用いて算出され
たＲＧＢゲインに基づいて調整することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、照明光の分光分布の経時変化にかかわらず撮影される画像の色調を一
定に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態の色調調整装置を搭載した電子内視鏡装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本実施形態の色調調整処理のフローチャートである。
【図３】第１ゲイン算出処理のフローチャートである。
【図４】第２ゲイン算出処理のフローチャートである。
【図５】変形例の色調調整処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施形態
である色調調整装置を搭載した電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。なお、図
１では、照明系と撮像系に関する一部の構成のみが示され、その他の多くの構成は省略さ
れている。
【００１４】
　電子内視鏡装置１０は、可撓管状の挿入部を備えるスコープ１１と、スコープ１１が着
脱自在に接続されるプロセッサ装置１２と、プロセッサ装置１２に着脱自在に接続される
モニタ１３から主に構成される。
【００１５】
　スコープ１１の挿入部先端には内視鏡画像撮影用の例えばＣＣＤやＣＭＯＳなどの第１
撮像素子１４が設けられる。第１撮像素子１４の駆動は例えばスコープ１１内に設けられ
た撮像素子駆動回路１５からの駆動信号に基づき制御され、撮像素子駆動回路１５は、プ
ロセッサ装置１２内に設けられたタイミングコントローラ１６からのクロック信号に基づ
いて駆動信号を生成する。第１撮像素子１４の撮像面には撮像レンズ１４Ａを介して被写
体像が形成され、被写体像の画像信号が生成される。
【００１６】
　第１撮像素子１４から出力される画像信号は、例えばスコープ１１内のアナログフロン
トエンド（ＡＦＥ）１７を介してデジタル信号に変換され、プロセッサ装置１２内の前段
映像信号処理回路１８に送られる。前段映像信号処理回路１８では、本実施形態のホワイ
トバランス処理を含む従来周知の所定の画像処理が映像信号に施され、画像メモリ１９に
一時的に保持される。
【００１７】
　画像メモリ１９に保持された映像信号は、所定のタイミングで後段映像信号処理回路２
０へと出力される。後段映像信号処理回路２０において映像信号は所定規格の映像信号へ



(5) JP 2013-141474 A 2013.7.22

10

20

30

40

50

と変換され、例えばモニタ１３へと出力される。なお、前段映像信号処理回路１８、画像
メモリ１９、後段映像信号処理回路２０における一連の処理は、タイミングコントローラ
１６からのクロック信号に基づいて行われる。
【００１８】
　被写体の撮影に必要な照明光は、例えばプロセッサ装置１２内に設けられた光源２１か
ら集光レンズ２５を介してスコープ１１内に配設されたライトガイド（光ファイバ）２２
に入射され、ライトガイド２２を通してスコープ１１の挿入部先端まで伝送される。挿入
部先端まで伝送された光は照明レンズ２３を介して被写体に向けて照射される。なお光源
２１には、例えばハロゲンランプやメタルハライドランプ、キセノンランプなどが用いら
れる。
【００１９】
　ライトガイド２２は、その一部のファイバ束２２Ａが例えばスコープ１１のプロセッサ
装置１２との接続に用いられるコネクタ部１１Ａ内で分岐され分岐ファイバ束２２Ａを形
成する。分岐ファイバ束２２Ａの先端は、コネクタ部１１Ａ内に配置され、その先にはホ
ワイトバランス調整における基準色となる白色板（白色体）２４が、分岐ファイバ束２２
Ａからの光軸に対し例えば４５°傾けて配置される。すなわち、ライトガイド２２に入射
された光の一部は分岐ファイバ束２２Ａにより、コネクタ部１１Ａ内において分岐ファイ
バ束２２Ａの光軸に対して傾けられた白色板２４に向けて照射される。
【００２０】
　コネクタ部１１Ａ内には更にＣＣＤやＣＭＯＳなどを用いた補正用の第２撮像素子３２
が設けられ、第２撮像素子３２は、分岐ファイバ束２２Ａから照射される光が白色板２４
で鏡面反射される方向に配置される。すなわち、分岐ファイバ束２２Ａから照射された光
は、白色板２４で反射され第２撮像素子３２において受光される。なお本実施形態におい
て、白色板２４には、通常のホワイトバランス調整に使用されるホワイトバランス治具と
同じ分光反射率を有する素材（例えば同一の素材）が用いられる。
【００２１】
　第２撮像素子３２は、例えば撮像素子駆動回路１５からの駆動信号に基づいて制御され
、第２撮像素子３２から出力される画像信号は、例えばスコープ１１内のアナログフロン
トエンド（ＡＦＥ）３３を介してデジタル信号に変換され、コネクタを介してプロセッサ
装置１２内の前段映像信号処理回路１８に送られる。なお、第１、第２撮像素子１４、３
２で検出されたＲＧＢ信号の値は、プロセッサ装置１２内に設けられたメモリ３４に記録
可能であり、前段映像信号処理回路１８において後述する本実施形態の色調調整処理に用
いられる。
【００２２】
　以上の構成において本実施形態では第２撮像素子３２を用いて照明光の分光分布の経時
的な変化をモニタし、これに基づいて第１撮像素子１４から出力されるＲＧＢ信号のゲイ
ンを照明光の分光分布の経時変化を相殺するように調整し（色調調整処理）、経時変化に
よる内視鏡画像の色調の変化を防止する。
【００２３】
　すなわち、光源２１やライトガイド２２の経時的な状態の変化や劣化による照明光の分
光分布の変化は、ライトガイド２２からの照明光を基準色である白色板２４に照射し、こ
れを第２撮像素子３２で撮影することによりモニタされる。分光分布の変化は、照明光を
照射した状態で白色板２４を第２撮像素子３２により予め撮影し、そのときのＲＧＢ信号
を第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）として例えばメモリ３４に記録して、
この第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）を第２撮像素子３２から現在出力さ
れているＲＧＢ信号（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）と比較することでモニタされる。
【００２４】
　第２撮像素子３２の分光感度に経時的な劣化が無ければ、ＲＧＢ信号各成分間の比の変
化は照明光の分光分布の変化に起因する。本実施形態では明るさを一定に維持する目的か
らＧ信号を基準としてＧ信号に対するＲ信号の比Ｒ／Ｇ、Ｇ信号に対するＢ信号の比Ｂ／
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Ｇの値から分光分布の変化をモニタし、
　　Ｒ２’／Ｇ２’＝βＲ・（Ｒ２／Ｇ２）
　　Ｂ２’／Ｇ２’＝βＢ・（Ｂ２／Ｇ２）
となるゲインβＲ、βＢ（第２ゲイン）を求める。
【００２５】
　すなわち現在の照明光の下、第２撮像素子３２により白色板２４を撮影したときに得ら
れるＲ信号Ｒ２、Ｂ信号Ｂ２のそれぞれをβＲ倍、βＢ倍すると、現照明光下において第
２撮像素子３２で得られるＲＧＢ信号の比が、第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ
２’）の比に等しくなり、照明光の分光分布の変化による画像の色調の変化は相殺される
。なお、第２撮像素子３２の分光感度特性に経時的変化が存在する場合、ゲインβＲ、β

Ｂは照明光の分光分布の変化、第２撮像素子３２の分光感度分布の変化を含めた相殺を行
う値となる。
【００２６】
　一方、撮像素子の分光感度分布には個体差があるため、同一な照明条件下においても第
１撮像素子１４、第２撮像素子３２で得られるＲＧＢ信号の各成分の比は異なる。このた
め照明光の分光分布の変化による第１撮像素子１４で撮影される内視鏡画像の色調の変化
を防止するには、照明光の分光分布変化によるゲイン補正だけではなく、第１撮像素子１
４、第２撮像素子３２間の分光感度特性の違い基づくゲイン補正を行う必要がある。
【００２７】
　分光感度分布の違いは、同一照明光の下、基準色を第１撮像素子および第２撮像素子３
２で撮影し、このときの両者のＲＧＢ信号を比較することにより検出できる。本実施形態
では、第２撮像素子３２の第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）を検出する際
に（略同時期に）、ライトガイド２２から照射される照明光の下、白色板２４と同一素材
のホワイトバランス治具を用いて行われる第１撮像素子１４のホワイトバランス調整処理
で得られるＲＧＢ信号を第１基準ＲＧＢ信号（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）として例えばメモリ３
４に記録し、第１、第２ＲＧＢ信号を比較することで第１、第２撮像素子１４、３２間の
分光感度分布の違いが計量化される。
【００２８】
　すなわち、第１、第２基準ＲＧＢ信号を検出したときから第１、第２撮像素子１４、３
２の分光感度分布が経時的に変化していなければ、第１撮像素子１４のＲＧＢ信号と第２
撮像素子３２のＲＧＢ信号の間には、例えばＧ信号を基準としてゲインαＲ、αＢ（第１
ゲイン）を用いて
　　Ｒ１／Ｇ１＝αＲ・（Ｒ２’／Ｇ２’）
　　Ｂ１／Ｇ１＝αＢ・（Ｂ２’／Ｇ２’）
の関係がある。すなわち、第２撮像素子３２で得られるＲ信号、Ｂ信号をそれぞれαＲ倍
、αＢ倍すると、第２撮像素子３２で得られるＲＧＢ信号の比は、第１撮像素子１４で得
られるＲＧＢ信号の比に等しい値に変換される。
【００２９】
　したがって、照明光の分光分布変化に基づく第１撮像素子１４で撮影される画像の色調
の変化を防止するには、例えばＧ信号を一定に維持する場合、第１撮像素子１４のＲ信号
をαＲ・βＲ倍、Ｂ信号をαＢ・βＢ倍すればよい。
【００３０】
　次に図２のフローチャート（および図１）を参照して、本実施形態の色調調整処理につ
いて説明する。
【００３１】
　本実施形態の色調調整処理は、光源２１が点灯され、第１撮像素子１４による内視鏡画
像の撮像が開始されると前段映像信号処理回路１８において実行される。ステップＳ１０
０では、スコープ１１とプロセッサ装置１２の組合せが初めてか否かが判定される。すな
わち、メモリ３４に記録された１基準ＲＧＢ信号（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）および第２基準Ｒ
ＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）の値が、プロセッサ装置１２に現在装着されている
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スコープ１１のものであるか否かが判定される。ステップＳ１００の処理は、例えばスコ
ープ１１の記録されているスコープ１１の型番とプロセッサ装置１２が前回使用された際
に、プロセッサ装置１２のメモリ３４に記憶されたスコープの型番を比較することによっ
て行われる。
【００３２】
　ステップＳ１００において、スコープ１１、プロセッサ装置１２の組合せが初めての組
合せであると判断される場合には、ステップＳ１０２において、上述のように記録された
メモリ３４から第１基準ＲＧＢ信号（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）、第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’
，Ｇ２’，Ｂ２’）が読み出され前段映像信号処理回路１８に入力される。なお、このと
きプロセッサ装置１２に装着されたスコープ１１の型番がスコープ１１側から読み出され
、メモリ３４に記録されるスコープ型番が更新・記録される。
【００３３】
　ステップＳ１０４では、第１基準ＲＧＢ信号（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１）および第２基準ＲＧ
Ｂ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）に基づき上述した撮像素子間の違いを吸収するための
ゲインαＲ、αＢが前段映像信号処理回路１８において算出され、例えばメモリ３４に記
録される（第１ゲイン算出処理）。ステップＳ１０４の処理が終了すると、処理はステッ
プＳ１００へと戻り、再度スコープ１１とプロセッサ装置１２の組合せが初めてではない
か否かが判断される。
【００３４】
　ステップＳ１００において、初めての組合せではないと判断されると、ステップＳ１０
６において、第２撮像素子３２からＲＧＢ信号（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）が取得される。ステ
ップＳ１０８では取得された第２撮像素子３２のＲＧＢ信号（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）と第２
基準ＲＧＢ信号（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）から上述した照明光の分光分布変化を相殺するため
のゲインβＲ、βＢが前段信号処理回路１８において算出され、例えばメモリ３４に記録
される（第２ゲイン算出処理）。第２ゲイン算出処理Ｓ１０８が終了すると処理はステッ
プＳ１０６に戻り、新たに取得された第２撮像素子３２のＲＧＢ信号（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２
）に対して同様の処理が繰り返される。
【００３５】
　次にステップＳ１０４の第１ゲイン算出処理の詳細について図３のフローチャートを参
照して説明する。
【００３６】
　ステップＳ２００では、Ｒ１／Ｇ１の値がＲ２’／Ｇ２’に等しいか否かが判定される
。等しくないと判定されると、ステップＳ２０２においてＲ信号に対するゲインαＲ＝（
Ｒ１／Ｇ１）・（Ｇ２’／Ｒ２’）の値が算出されるとともにメモリ３４に記録され、ス
テップＳ２０４が実行される。一方、Ｒ１／Ｇ１の値がＲ２’／Ｇ２’に等しいと判定さ
れるときには、直ちにステップＳ２０４が実行される。
【００３７】
　ステップＳ２０４ではＢ１／Ｇ１の値がＢ２’／Ｇ２’に等しいか否かが判定される。
等しくないと判定されると、ステップＳ２０６においてＢ信号に対するゲインαＢ＝（Ｂ
１／Ｇ１）・（Ｇ２’／Ｂ２’）の値が算出されるとともにメモリ３４に記録され本処理
は終了する。また、Ｂ１／Ｇ１の値がＢ２’／Ｇ２’に等しいと判定されるときには、直
ちに本処理は終了する。なお、ゲインαＲ、αＢはデフォルト値として例えば１が与えら
れている。
【００３８】
　次にステップＳ１０８の第２ゲイン算出処理の詳細について図４のフローチャートを参
照して説明する。
【００３９】
　ステップＳ３００では、メモリ３４に記録されたαＲの値を用いて、Ｒ１／Ｇ１の値が
αＲ・（Ｒ２／Ｇ２）に等しいか否かが判定される。等しくないと判定されると、ステッ
プＳ３０２においてＲ信号に対するゲインβＲ＝（Ｒ２’／Ｇ２’）・（Ｇ２／Ｒ２）の
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値が算出されるとともにメモリ３４に記録され、ステップＳ３０４が実行される。一方、
Ｒ１／Ｇ１の値がβＲ・（Ｒ２／Ｇ２）に等しいと判定されるときには、直ちにステップ
Ｓ３０４が実行される。
【００４０】
　ステップＳ３０４では、メモリ３４に記録されたαＢの値を用いてＢ１／Ｇ１の値がα

Ｂ・（Ｂ２／Ｇ２）に等しいか否かが判定される。等しくないと判定されると、ステップ
Ｓ３０６においてＢ信号に対するゲインβＢ＝（Ｂ２’／Ｇ２’）・（Ｇ２／Ｂ２）の値
が算出されるとともにメモリ３４に記録され、ステップＳ３０８において、前段映像信号
処理回路１８における第１撮像素子１４のＲ信号に対するゲインがαＲ・βＲに、Ｂ信号
に対するゲインがαＢ・βＢに変更され、本処理は終了する。また、Ｂ１／Ｇ１の値がα

Ｂ・（Ｂ２／Ｇ２）に等しいと判定されるときには、直ちにステップＳ３０８が実行され
本処理は終了する。
【００４１】
　以上のように、本実施形態によれば、画像撮影中においても、照明光の分光分布の変化
に合わせてＲＧＢ信号のゲインを調整し、照明光の分光分布変化にともなう撮影画像の色
調変化を防止できる。また、ライトガイドを通した照明光が検出されているので、光源の
分光分布変化のみならずライトガイドの経時劣化による分光分布変化も補正できる。
【００４２】
　次に図５を参照して本実施形態の第１変形例について説明する。本実施形態では、撮像
素子の分光感度分布の経時的な変化はないものとしたが、変形例では、撮像素子に発生す
る経時的な分光感度分布変化を想定した色調調整処理が実行される。なお電気機械的な構
成に関しては図１に示される実施形態と同様である。
【００４３】
　第１撮像素子１４、第２撮像素子３２の分光感度分布の変化を考慮すると、第１ゲイン
αＲ、αＢを経時的に変更する必要がある。したがって図５のフローチャートに示される
ように、スコープ１１とプロセッサ装置１２の組合せが初めてであるか否かに係らず第１
ゲイン算出処理が実行される。
【００４４】
　すなわち、ステップＳ４００、Ｓ４０２において第１基準ＲＧＢ信号（Ｒ１，Ｇ１，Ｂ
１）、第２基準ＲＧＢ信号（Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）がメモリ３４から順次読み出され
、ステップＳ４０６において、ステップＳ１０４と同様の第１ゲイン算出処理が実行され
第１ゲインαＲ、αＢが算出される。
【００４５】
　ステップＳ４０８では、ステップＳ１０６と同様に第２撮像素子３２からのＲＧＢ信号
（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２）が取得され、ステップＳ４１０においてステップＳ１０８と同様に
第２ゲイン算出処理が実行され第２ゲインβＲ、βＢが算出される。そして第１撮像素子
１４のＲ信号に対するゲインがαＲ・βＲに、Ｂ信号に対するゲインがαＢ・βＢに変更
され、処理は再びステップＳ４０８に戻る。なお、変形例において第２基準ＲＧＢ信号（
Ｒ２’，Ｇ２’，Ｂ２’）には、前回電子内視鏡使用終了時に第２撮像素子３２で得られ
るＲＧＢ信号が用いられる。
【００４６】
　以上のように変形例においても実施形態と同様の効果が得られるとともに、第２撮像素
子の経年変化にも対応可能である。
【００４７】
　なお本実施形態の色調調整処理は、点灯開始から光源が安定するまでの所定時間に亘っ
てのみ実行する構成とすることもできる。また、この所定時間内のみ連続的に実行し、そ
の後は光源やライトガイドの経時劣化による変動を補正するために５分～１０分など、一
定間隔をおいて調整する構成であってもよく、この場合、補正が行われる頻度（間隔）を
調整可能としてもよい。
【００４８】
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　また、本実施形態の分岐ファイバ束および第２撮像素子をプロセッサ装置内に配置する
ことも可能である。
【００４９】
　本実施形態では、撮像系の基本データや白色板の分光反射率を保存したメモリがプロセ
ッサ装置に設けられたが、メモリはスコープ側（例えばコネクタ部）に設けられてよい。
なお、撮像素子の分光感度分布の経年変化を考慮しない場合においても、第２基準ＲＧＢ
信号を、前回使用時に第２撮像素子で得られたＲＧＢ信号値としてもよいが、そのような
場合には出荷前などに予め計測したものをデフォルト値としてメモリに入れておく。また
基準色としては白以外を利用することも可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　電子内視鏡装置
　１１　スコープ
　１２　プロセッサ装置
　１３　モニタ
　１４　第１撮像素子
　１８　前段映像信号処理回路
　２１　光源
　２２　ライトガイド
　２２Ａ　分岐ファイバ
　２４　白色板
　３２　第２撮像素子
　３４　メモリ

【図１】 【図２】



(10) JP 2013-141474 A 2013.7.22

【図３】 【図４】

【図５】
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